
＜基本情報＞
所在地 佐賀県伊万里市立花町1290-1
構成員 JA伊万里青年部 ２０ 名
栽培面積 米（ホシユタカ（長粒種）） ７ｈa
【経営理念】
伊万里産「ホシユタカ」のブランド化に向け、生産者、JA及び試験研究機関が連携

し、栽培指針を定め高品質で安定した生産に取り組み、認知度向上と消費拡大に向け
た活動を展開する。
耕作放棄地の解消とニーズにあった作付けを行う。
「生産したものを売る」から「売れるものを作る」に変える。

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
〇生産者の理解を得て意識を変えること。
〇市・JAと連携したGAP認証取得の推進体制を確立する
ため、「伊万里・有田地区
GAP地域推進協議会」を設立
したこと。

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
〇地域において、GAPに対する意識が高まり、他の部会で
も取組を検討するようになった。
〇物品の整理整頓や安全確認を行うようになった。
〇JAの他の倉庫でも、リスク管理を行うなど、組織全体へ
の波及効果があった。
〇これまで、勘に頼っていた生産管理を見える化、数字化
し、伝えることができるようになった。
【今後の意向】
〇輸出を視野に入れた販路拡大。
〇販売先のニーズに合わせたGAP認証取得。
〇JA伊万里全体での国際水準GAPの認証取得。

例鼻根手

＜GAP認証取得のきっかけ＞
〇関東の米穀小売店から佐賀県を通じ、炒飯やカレーな
どに適した長粒米「ホシユタカ」の栽培提案があり、
伊万里市が栽培地となった。
〇国際水準GAP認証が、東京オリ・パラへの食材提供の
要件となったこと。
⇒ 令和元年９月 JGAP団体認証取得

 ＧＡＰの取組
(団体認証)
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＜問合せ先＞
TEL：0955-23-5560

JGAP

米（ホシユタカ）
JA伊万里GAP部会

ホシユタカ

レシピコンテントを開
催し、消費者へGAPと
長粒米をPR
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